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令和元年度第２回門真市廃棄物処理業務委託事業者選定委員会 議事録 

会議の名称 令和元年度第２回門真市廃棄物処理業務委託事業者選定委員会 

開 催 日 時 令和元年10月17日(木) 午前11時から午後５時まで 

開 催 場 所 門真市立リサイクルプラザ５階 会議室(門真市深田町19番５号) 

出 席 者 

【委員】【出席人数 ５人/全５人中】 

 委員長  浦邊 真郎 

 副委員長 宮田 秀明 

 委員   安田 浩章 

 委員   水野 知加子 

 委員   廣田 真紀 

 

【事務局】 

 環境政策課長   北倉 

 環境政策課長補佐 上田 

 環境政策課主査  樋口 

 環境政策課    濱口 

議 題 

( 内 容 ) 

①一般ごみ等収集業務委託(14)(15)総合評価一般競争入札の書類

審査及びプレゼンテーション審査 

②清掃施設運転維持管理事業(２)及びリサイクル施設運転維持管

理事業(２)の進捗状況について 

③その他について 

傍 聴 定 員 ―(非公開のため) 

担 当 部 署 

(事務局 )  

(担当課名) 市民生活部 環境政策課 

(電 話) 06－6909－4129(直通) 
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上田(事務局) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上田(事務局) 

 

 

 

 

 お待たせいたしました。それでは、只今より令和元年度第２回

門真市廃棄物処理業務委託事業者選定委員会を始めさせていただ

きます。 

まず、お配りをした資料の確認をさせていただきます。 

 資料１～資料６、それと今追加でお配りをしましたのが、今回

の実施要領の一般廃棄物、一般ごみの収集の方はすべて。それと

清掃施設とリサイクルの方につきましては、スケジュールが書い

てある分のみお配りをしております。全てお揃いでしょうか。 

 また、本日の出席者につきましては、全員ご出席をいただいて

おりますので、門真市附属機関に関する条例施行規則第５条第２

項の規定より本委員会が成立しておりますことをご報告させてい

ただきます。 

 それでは、以後の議事進行につきまして浦邊委員長よりお願い

をいたしたいと思います。宜しくお願いいたします。 

 

 今日は終日、夕刻までということで大変ですけども、宜しくお

願いします。 

 午前中は書類審査の最初の部分をして、昼休み後からプレゼン

テーションを受けて入札金額の開札をして、決定というような格

好でお願いします。こういった１日でありますので、今日は俗に

言う一般廃棄物の中の収集部門だけですが、その後のリサイクル

と焼却については、また日程を調整させていただきたいと思いま

す。今日１日、宜しくお願いいたします。 

 それでは、事務局より説明に入っていただきたいと思います。 

 

 それでは、説明をさせていただきます。 

 令和元年８月22日から９月９日の期間で、一般ごみ等収集業務

委託につきまして入札参加資格申請を受け付けさせていただきま

した。(14)、(15)、それぞれ３者の申請がございまして、入札参

加資格確認結果通知書を９月25日に交付し、９月30日に入札会を
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行い、入札書等の提出があり全ての入札が有効でございました。

ですので、本日のプレゼンテーションには３者の出席の予定をし

ております。 

 また、入札会の結果の価格点につきましては、公平性を確保す

るため、プレゼンテーション終了後にご報告をさせていただく予

定をしております。 

 また、併せて、清掃・リサイクル施設の運転維持管理事業につ

きましても、公募しましたけれども応募が１者という形で入札が

成立をいたしませんでしたので、現在再公告を行っております。

先程委員長からもありましたけれども、改めて日程調整を行いま

して、プレゼンテーションの機会を設けようと思っておりますの

で、また後日ご協力の程よろしくお願いいたします。 

２回目の公告のスケジュールにつきましては、先程資料でお配

りをしましたとおり、昨日10月16日で受け付けを終了しており、

今回２回目ということで１者でも選定を行うという形をとってお

ります。それぞれ１者の応募ということで、今回は成立をしてお

ります。ですので、本日最後に次回のプレゼンテーションの日程

を決めさせていただきまして、選定業者として相応しいかどうか

という視点での評価をお願いする予定をしております。 

 もう一点注意なのですけども、今回この一般ごみ等収集業務委

託(14)(15)の応募いただいた３者それぞれが現在収集業務を請け

負っている業者となります。ですので、全て１契約を持っておら

れる業者となります。このうちの１者については現在２契約持っ

ておりますけども、この３月末で契約が終わりますので、４月１

日時点では１契約を持っているというような形になります。 

ですので、この場合ですね、実施要領の９ページをご覧くださ

い。一般ごみ等収集業務委託(14)(15)の９ページの７に｢無効の入

札という項目がありまして、そこの(13)の項目をご覧ください。

まず順番としまして、この業務委託の(14)から選定をする形にな

るのですけれども、(14)の落札候補者を選定した時点で、契約数
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委員長 

 

 

 

 

 

上田(事務局) 

 

委員長 

 

 

 

 

 

上田(事務局) 

 

 

 

 

 

 

 

が２契約になった者については無効とするという規定を設けてお

ります。ですので、まず(14)の選定を行いまして、(14)に選定さ

れた業者は必然的に２契約を持つというような形になりますの

で、(15)の選定を行う際、無効の入札となり、(15)の選定は残る

２者から１者を選定するという流れで行う形となりますので、ま

ず冒頭でご説明をさせていただきます。 

 以上が、本日の選定、そして現在までの経過でございます。 

 

 今までの説明で、何かご質問等、ご注意いただくことございま

すでしょうか。 

 どれがどれか分からないのですけど、ＡＢＣと書いてあるこの

事業者で、現在２つ持っているので、今年の３月で全部なくなる

っていうのはあるのですか。それはないのですね。 

 

 ないです。 

 

 だから、いわゆる少なくとも(14)と(15)で１者ずつということ

になるのですね。 

 では、そういう説明でご質問等ございませんようですので、次

に、書類審査ということに入りたいと思います。 

まず、事務局からご説明ください。 

 

 お配りしている資料の後ろの方に、会社の概要と書かれた様式

Ｅ－１と書かれた資料はございますでしょうか。資料６の後ろに

付いておりますでしょうか。 

Ａ者、Ｂ者、Ｃ者の会社の概要と書かれた資料をご用意くださ

い。 

この資料に基づきまして、事務局の方で内容確認をしまして、

書類の審査を行っております。順番にＡ者から評価の内容につき

まして報告をさせていただきます。 
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資料６もお手元にご用意ください。資料６と会社の概要を併せ

てご覧をいただけたらと思います。 

まずＡ者の評価でございます。 

環境マネジメントシステムの認証状況は、エコアクション21の認

証取得ですので、評価は、Ｃランクの５点です。 

障がい者雇用の有無についても障がい者手帳で確認をとってお

ります。 

障がい者雇用の有無は、ありですので、評価は、Ｃランクの５

点です。 

本市における一般ごみ収集運搬に関する実務経験は、６年ですの

で、評価は、Ｃランクの６点です。よって、Ａ者の獲得点数は16

点です。 

 Ｂ者につきまして、環境マネジメントシステムの認証状況は、

エコアクション21の認証取得ですので、評価は、Ｃランクの５点

です。 

障がい者雇用の有無は、ありですので、評価は、Ｃランクの５

点です。 

本市における一般ごみ収集運搬に関する実務経験は、４年ですの

で、評価は、Ｄランクの４点です。よって、Ｂ者の獲得点数は14

点です。 

 Ｃ者につきまして、環境マネジメントシステムの認証状況は、

エコアクション21の認証取得ですので、評価は、Ｃランクの５点

です。 

障がい者雇用の有無は、なしですので、評価は、Ｅランクの０

点です。 

本市における一般ごみ収集運搬に関する実務経験は、６年ですの

で、評価は、Ｃランクの６点です。 

 よって、Ｃ者の獲得点数は11点です。 

また、一般ごみ等収集業務委託(14)(15)につきましては、評価

項目が同じでございますので、書類審査についてはそれぞれ同じ
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委員長 

 

 

 

上田(事務局) 

 

 

 

委員長 

 

 

 

上田(事務局) 

 

 

委員長 

 

 

 

上田(事務局) 

 

 

 

 

委員長 

 

上田(事務局) 

点数を配分する形となります。 

 以上が書類審査の説明でございます。 

 

 今の資料６と、６のそのもので一応ありますが、Ａ者、Ｂ者、

Ｃ者採点をする時に何かご注意いただくこととか、ご質問等ござ

いますでしょうか。 

 

 すみません、Ｂ者の会社の概要では５年と書かれておりますけ

れども、平成31年４月１日現在では４年となりますので、評価と

して４年で行っております。 

 

 門真の方で、いわゆる委託業務、今(14)(15)ですけど、一番長

い委託というのは何年になるのですか。10年にはならないです

ね。 

 

 いや、もう３周目に入っておりますので、一番長いところは11

年ですかね。 

 

そうですか。もう10年こうゆうことやっていたのかな。だか

ら、このＢ評価の10年以上～20年未満いうのは、今回は現在もや

られているっていうことなのでしょうね、きっとね。 

 

はい。このＡ評価、Ｂ評価に該当するものにつきましては、本

市の許可業者がもし応募があった場合は該当しますので、今回は

応募がございませんでしたので、委託の業者の評価となっていま

す。 

 

委託業者で10年以上ある業者もいることはいるのですね。 

 

はい。 
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委員長 

 

 

 

 

 

 

 

副委員長 

 

 

 

 

上田(事務局) 

 

 

 

委員長 

 

 

 

上田(事務局) 

 

委員長 

 

 

 

上田(事務局) 

 

 

それだけ長いことやっているのですね。 

何かご注意いただくことございますか。 

 機械的にというか、最初の予定通りやっていただいたので、障

がい者の雇用があり、なしが０と５なので相当ランクが、20点満

点のうち５点の差があってしまうので、ちょっと差がついている

ところもありますけれど、まあそういう取り組みでやりましたの

で。 

 

Ｃ者ですけどね、他のＡ者、Ｂ者は従業員数のカットですね。

それから、現場部門のわりとほとんどが現場部門の方が務められ

ておりますけれども、Ｃ者の場合は従業員37人で現場部門が12人

と。かなり他もなにかされているのですかね。 

 

そうですね。応募いただいているいずれの会社も、この委託の

みをされている会社っていうのはございません。全て他の業務も

なさっておられる事業者になります。 

 

(14)が３台、(15)が２台ということで、いずれも３台でも雇用

されるのがこれは全部できる。３人乗車だと９人は確実にもうや

っていかないといけない、それは構わないのですね。 

 

そうですね。まずこの選定の段階では。 

 

少ないけども、いざなってもし頼めばＡ者であろうがちゃんと

対応はできるということで、だから(14)から先に選定するのでし

たよね。 

 

はい。 
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委員長 

 

 

 

上田(事務局) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

分かりました。新たに雇用するとかその辺もあれなので、一応

全てＡＢＣは資格ありということで。 

一応これでよろしいでしょうか。なければどうしますか、次。 

 

では続きまして、午後からのプレゼンテーションにつきまして

ご説明をさせていただきたいと思います。飛び飛びで申し訳ない

のですけども、資料３と資料５をお手元にご用意いただけますで

しょうか。 

 それでは、資料３と資料５をご覧ください。まず、資料３の方

からご説明をさせていただきます。 

本日、各者のプレゼンテーションは30分、皆さま方からの質疑

の時間を含めまして30分としております。大体の目安としまし

て、業者からの発表時間が15分、皆さまからの質疑応答の時間に

つきまして15分として設定をしておりますけども、配分は業者の

方にお任せをするような形となります。こちらの方から５分前に

は合図をするような形で区切らせていただきますし、30分を迎え

ましたらその時点で質疑応答を終了とさせていただきます。 

そして、30分のプレゼンテーションの後、こちらの集計等も含

めまして休憩を20分間とらせていただきます。これを３者分繰り

返しまして、最終の集計の時間が15時55分から16時10分頃を目安

としまして、16時10分にはご報告をさせていただきたいというふ

うに考えております。 

 続きまして、資料５でございます。資料５をご覧ください。今

回プレゼンテーションの評価をさせていただいた後、それぞれの

評価点の計算方法につきまして、例としてお示しをさせていただ

いております。 

まず、一番上の業務改善の評価、皆さん方からのそれぞれの評

価を書かせていただいております。①の委員の方がＸ者には10

点、Ｙ者には８点、Ｚ者には６点。そして、②の委員の方がＸ者

８点、Ｙ者６点、Ｚ者10点というような形でそれぞれの点数を合
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委員長 

 

 

 

副委員長 

 

 

上田(事務局) 

 

副委員長 

計しますと、業務改善の評価につきまして、Ｘ者合計42点、Ｙ者

38点、Ｚ者40点というふうになります。４項目審査項目がござい

ますので、全ての点数を合計しますと、Ｘ者が128点、Ｙ者が124

点、Ｚ者が120点となったという例を示させていただいておりま

す。 

今回の評価につきましては、平均点で評価を出しますので、そ

れぞれ委員の数５人で割り算をしますと、Ｘ者のプレゼンテーシ

ョンの評価点は25.60点、Ｙ者の評価点につきましては24.80点、

Ｚ者については24.00点。これと価格点、そして書類審査の点数。

これを合計したものが総合評価という形で、順位付けをさせてい

ただく形を考えておりますので、よろしくお願いいたします。 

プレゼンテーションの点数の付け方の説明については以上でご

ざいます。最後審議をいただいた後、価格点の発表、そして落札

候補者の決定が終わりましたら、皆さま方から署名と押印をいた

だきまして閉会を予定しておりますので、よろしくお願いいたし

ます。 

 以上が、午後からのプレゼンテーション評価の方法、審議、そ

して最後閉会の流れでございます。事務局からの説明は以上で

す。 

 

 ありがとうございます。今の資料３、資料５を用いたご説明で

すけど、何かご質問等、ご注意いただくことございますでしょう

か。 

 

会社のプレゼンテーションは、だいたい15分程度ぐらいとは言

ってあるのですか。 

 

はい。 

 

それで長引くかどうかはもう向こう任せですか。 
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上田(事務局) 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

上田(事務局) 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

上田(事務局) 

 

 

 

委員長 

 

上田(事務局) 

 

 

 

そうです。実施要領の中にも質疑応答を含めて30分という記載

をしておりますので。過去のプレゼンテーションで時間をオーバ

ーして途中で打ち切ったという例は今までございませんので。す

べて今までのプレゼンテーションを経験された会社でございます

ので、何か不慮な所であったり、質問が多い等のことがなければ

時間に収まるのかなというふうに思っております。 

 

パワーポイントとかは無くて、この提案書で説明いただくよう

な。 

 

はい。今回に関しては、一切後からの持ち込みについては不可

としておりますので、全てお手持ちの資料に基づいての説明とな

ります。ただ、皆さん方からの質問につきましてはこの提案書以

外の部分でお気付きの点、確認しておきたい点につきましてはご

確認いただけたらと思いますので、宜しくお願いいたします。 

 

この資料５の裏面のプレゼンテーション評価シートというのが

Ａ者、Ｂ者、Ｃ者にそれぞれ配っていただいて、我々は、これに

記入すれば良いということですね。 

 

はい。またそれぞれＡ者分、Ｂ者分ということで、この評価シ

ートはお配りをさせていただきますので、こちらの方に丸をつけ

ていただく形でご提出をお願いいたします。 

 

何かご説明に対してご質問等ございますでしょうか。 

 

すみません、１点漏れておりました。それぞれのこの評価シー

トにつきましては、Ａ者のプレゼンテーションが終わった後、回

収をさせていただきます。ですので、後ほどの評価の修正という
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委員長 

 

副委員長 

 

 

 

 

 

上田(事務局) 

 

 

 

 

 

副委員長 

 

委員② 

 

上田(事務局) 

 

委員① 

 

 

 

 

 

のができませんので、Ａ者の評価を基準にＢ者、そしてＡ者、Ｂ

者の評価を基準にＣ者の評価をお願いしたいと思っておりますの

で、宜しくお願いいたします。 

 

何かその他ご注意いただくことございますでしょうか。 

 

この提案書の中に、様式４－３というのがありますでしょ。課

題と書いているところに、本市の環境課題解決に向けた取組に関

する提案というところね。本市の環境課題というのは、向こうは

知っているのですか。何かこういう問題がありますと、本市に

は。というようなことは、相手方に提示は別にしてなくて。 

 

実施要領の８ページをご覧ください。実施要領の８ページの方

に例示というような形で、本市の環境課題に対する理解、そして

高齢者の増加であったり、狭路への進入、資源物の持去りであっ

たり、ごみの分別等というような形で例示はさせていただいてお

ります。 

 

そうですか。分かりました。 

 

鉛筆で記入したらよろしいですか。 

 

はい。 

 

改めまして、提案書の一番下なのですけどね、以上の提案内容

を履行することを誓約しますと。まあ、記名押印されると思うの

ですけど、中身によったら履行していただけなかったり無理があ

ったりとか、今回３つのうち２つ取られますので、そんな内容も

出てくるかと思うのですけども、ここで履行することを誓約しま

すとはされていても、本市にとっても行政上不都合っていうか、
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上田(事務局) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副委員長 

それはちょっと採用できないっていう話は、それは勿論履行して

いただくことはできないっていう解釈でよろしいですよね。 

 

そうですね。あくまでこれは業者の選定の為の提案というよう

な形でございます。今回の実施要領にも、この提案の内容につい

ては受託業者として履行義務があるということを明記しておりま

す。ですので、まず前提としましては、今回この提案書に基づき

まして、業者に相応しいかどうかを選定する為の資料として皆さ

ん方のお手元に配らせていただいておりますので、まず前提とし

ては履行義務があるものというのが前提でございます。 

ただ、ここに書かれているものが本市のこの業務委託に相応し

くない内容、また、対応できないような問題、この委託業務に関

係のない内容等というのが含まれている場合につきましては、当

然履行義務を課すのではなく、除外するべき内容になって参りま

すので、もし、この提案の中でこれは本当に履行できるような内

容なのかどうか、また、この委託業務に関わりがあるようなもの

なのかどうかというところにつきましては、是非ご質問をいただ

きまして、問われている課題との関連ですね。そういったものに

つきましては是非ご確認をいただけたらと思っております。 

ただ、今回のこの質疑の中で問われていないものにつきまして

も、実際契約の段階、もしくは、その履行している段階の中で当

然、市の方で疑義があった場合については、協議をしていくよう

な内容になろうかと思うのですけれども、まず、前提としては、

履行義務があるという前提でご覧をいただけたらと思います。 

後は、委員の評価となってきますけれども、この提案書という

のが受託業務に関わりがないもの等がございました時には、相応

の評価をお願いできたらと思いますので、宜しくお願いいたしま

す。 

 

この提案書のところで、先程の環境課題のところでね、狭路へ



13 

 

 

 

上田(事務局) 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

委員③ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

上田(事務局) 

 

 

 

 

委員長 

の進入ということで、それは結構トラブルはあるのですか。狭く

なって、そういう道が結構。 

 

まだまだ整備が行き届いていない地域がございまして、パッカ

ー車でなかなか入っていけないような所、ギリギリ入っていける

のですけれども、誘導であったり道に自転車が止まってあった

り、どけないといけないような場所というのもございますので、

そういった場合の対応を聞かせていただいているものでございま

す。 

 

その他、ご質問とかご注意いただくことありますでしょうか。 

 

先程の提案書の履行義務の件なのですけれども、例えば各委員

で評価したことが提案内容によって違うと思うのですけども、そ

れを履行しないんだったらそこに評価しなかったのにということ

で、委員によってはばらつきというか、差が出ると思うのです

ね。それは落札者が決まってから、委員間での疑義にならないよ

うにする為にということで今ちょっと考えていたのですけど、最

後、集計結果報告された後、審議をするっていう場面がスケジュ

ールの中にありますので、一定落札業者がここになるだろうって

いう報告があった後で、少しその辺、提案書の内容確認なんかも

含めて、審議の中で議論する場面があった方が良いんじゃないか

なというような気はするんですけども、いかがですか。 

 

もう一つは、各業者のプレゼンテーションが終わった後、20分

間の休憩をはさむのですけども、終わった後個別にこの点につい

てというようなところで意見交換をしていただいたうえで評価を

してはどうかなと思うのですけども、いかがでしょうか。 

 

先程、Ａ者で評価した場合はもう回収するということで話して



14 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

副委員長 

 

委員長 

 

 

 

上田(事務局) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あったのでそれごとにして、各委員がどういう点をつけているか

分からないですよね。この時はね。だけど、その評価で回収され

て、Ａを参考にＢをつけて、Ａ、Ｂを参考にＣをつけるっていう

ような感じになるので、なかなか偏りが出てくるかもしれない。 

Ａ者をやった時に訂正はできないっていうか、提出後は集計し

てもらう関係で。だけど、手元にはメモみたいなの残しておいて

も良いのですね。それを参考にＢをやるとか。だからまあ、確認

はできると。 

付けていただいて最後に各委員が非常に、前も言っていました

けど２ランク以上違うとかいうのが集計して出てきた時に、もう

一度見直すかどうかですね、結果報告で。 

 

前はそうでしたね。だいぶ離れた人がいた時に。 

 

見直そうかとか言っていたのですけど、平均すれば。前回の時

は７名ぐらいおられたのでしたっけね。今回５名っていうので、

どうするかですね。 

 

本市のこの契約評価と履行されているものとの整合性と、本市

の意図している入札とのズレの部分っていうのは確認をする必要

があろうかなと思っております。 

事務局の理想の部分でいきますと、この質疑応答の中でそうい

ったものを埋めることが出来ましたら、評価の方が均一化される

かなと思いますけれども、限られた時間の中で埋められる所、埋

められない所っていうのがあろうかと思いますし、また、今申し

上げたような良い部分の評価だけなのか、それともそういった阻

害要因、違った見方になるような提案っていうのも少しちょっと

散見される部分がございますので、そういったところも含めまし

て評価の後ご審議をしていただけたらなと思っております。 
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委員長 受け答えのあれにもよりますけど、そういう意図を持ってやっ

てなかった場合に、要求水準書を満たしてないということでやる

と、また色んな問題も出てくるかもしれません。ちょっと受け答

えのやり方を聞きながらちょっと判断せざるを得ないと。 

まあ一応、この提案書に基づいて今プレゼンしていただくの

で、提案書がやはり一つの最大の評価なので、それの解釈が違う

ということになるとまたあれなので、またちょっと各者が終わっ

た後にそしたら一度協議して点数をつけていただくというような

格好で。なるべく各委員間の非常に優秀だと思うＡっていう判定

にした場合と一番悪いＥ、失格というＥと、こういうふうに分か

れるとちょっと非常に難しいので、まあちょっと議論をしなが

ら。 

ありがとうございました。それでは、特にその他なければこれ

で午前の中の審議は終了させていただいて、次は昼からという事

で、13時からＡ者プレゼンテーションということですので、ここ

にお集まりになるのは12時45分から50分くらいまでにはお集まり

いただければと思います。 

それでは、午前中はこれで終わります。 

 

 

 

委員長 

 

 

上田(事務局) 

 

 

 

 

 

【午後の部】 

 

それではプレゼンテーションを始めます。 

Ａ者を入室させてください。 

 

 どうぞ、おかけください。では、まず事務局の方から注意事項

を申し上げます。 

今回プレゼンテーションは30分。内訳としまして、概ね発表時

間15分、委員からの質疑応答の時間として15分を予定しておりま

すので、ご注意ください。こちらの方から終了５分前になりまし

たら、お知らせします。30分になりますと、質疑応答の途中でも
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Ａ者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

打ち切りをさせていただきますので、時間内に終わるように、簡

潔な回答を宜しくお願いいたします。 

それでは、宜しくお願いいたします。 

 

まず、提案させていただく前に感謝の気持ちを伝えさせてくだ

さい。今年の１月から委託業務を任せていただき大変多くのこと

を学ばせていただきました。また、人として大きく成長する機会

を与えてくださり大変感謝しております。本当にありがとうござ

います。本日のプレゼンも一生懸命させていただきますので、ど

うぞ宜しくお願いします。 

それでは、提案書の内容を発表させていただきます。 

まず、最初の課題になる業務改善の取組に関する提案からさせ

ていただきますので宜しくお願いします。 

市民にとって安全安心で信頼される業務委託を遂行するために

は、従業員一人ひとりが高い技術を身につけて、日々向上し続け

ていく必要があると考えます。一方で事業を運営する視点では、

優れた従業員の能力に過信せず、人のみに依存をしない環境を構

築すべきで、その手段として積極的な最新機材の導入は必要不可

欠と考えます。よって弊社としては、これまでも様々な最新機材

についての導入はしてきましたが、多角的な視点で継続検討を繰

り返してきました。 

今回は安全安心をさらに高めるために、従業員同士の連携を強

化するアイテムとして、Bluetooth技術が高度化された通信環境を

活用した機器であるハンズフリーの骨伝導式インカムの導入を提

案します。現状のゴミ収集業務において、運転手と作業員が声を

掛け合いながらのバックの誘導、また狭路への進入時の指示など

の対応をしています。 

しかしながら、声掛けによる連携では、聞き取れないや、聞き

取りづらいなどのリスクが想定されますので、安心安全な作業に

影響を及ぼす可能性があります。イヤホンマイクのタイプとは異
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なり、骨伝導式インカムの利点は、耳に直接入ってくる周囲の音

と骨伝導による情報共有が妨げられることなく同時に実現できる

と認識しています。加えて、ハンズフリーのため、作業員の手が

塞がることなく作業に集中することができます。従って、より高

度な作業体制を確立することができると思いますので、この骨伝

導式インカムを提案させていただきます。 

また、資料１、この提案書の裏にあります、骨伝導式インカム

の使用方法が描かれたイラストがございます。出会い頭事故を防

ぐ一つの手段として、この絵のようにインカムを使用する方法

で、この出会い頭事故を防ぐといったようなイラストになってお

ります。またこの裏にあります、もう一つのイラストですが、こ

ちらでは実際よく市民の方が近づいてくる場合があります。それ

らをすぐさま発見し、迅速に対応できるようにインカムで伝える

ということができるイラストとなっております。 

それでは、１番の業務改善の取組に関する提案を終わらせてい

ただきます。ありがとうございます。 

それでは、２番目のリスク管理・安全衛生への取組に関する提

案の方をさせていただきます。 

ゴミ収集業務において事故を発生させることは、従業員の生活

への影響だけでなく、私たちや委託元である門真市に対して、市

民の皆さまからの信頼を大きく失墜させてしまうことに繋がる可

能性が高く、事故を起こさないための予防対策や発生時の対処を

迅速に行動するための社員教育がまず重要な責務であると認識し

ております。 

弊社としては、安全教育として日々の朝礼時の危機箇所・ヒヤ

リハットMAPの共有を積極的に取り組んでいます。しかしながら、

それだけでは不十分なので、一人ひとりがどの程度の理解ができ

ているか、見える化が十分ではないために、危険リスクの対応が

適切であるかが課題となっております。 

そこで、弊社として改めて安全教育の体制について、社長を教
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育責任者としてトップに配置し、管理者・教育担当から作業員へ

の教育体系図を作成しました。こちらの資料２の方です。こちら

の教育体系図は先程のイラストの後ろに載っております。資料２

に教育体系図がございます。 

こちらでは、管理者・教育責任者から各班の班長、班員に指示

や安全事項などを伝える教育体系図となっておりますが、この１

班・２班という班があります。この班というものは、パッカー車

１台につき１号車、２号車、３号車、４号車、５号車まで、事業

が拡大した時のことを想定して今考えている教育体系図となって

おりまして、各班につき３人常備乗っているという教育体系図と

なっております。 

話を提案書の方に戻らせていただきます。加えて、事業拡大時

も想定した年間の教育プログラム、こちらも資料３がございま

す。資料２の後ろになっております。 

こちらでは、年間教育プログラムというものを策定しておりま

す。一つ触れてみたいと思いますので、お聞きになってくださ

い。 

６月のカウンセリング月間というものがありますが、今話題と

なっている、精神的にストレスを抱えている人たちが多い中、弊

社では、カウンセリング月間というのを設け、社員のストレス度

などをチェックし、また一人ひとりの社員のコンプライアンス、

意見を尊重し取り入れていきたいと考えておりますので、こうい

ったカウンセリング月間を設けております。 

また下にあります、年間教育プログラムの目的と書かれており

ますが、こちらの５つの掲げた目的があります。③危機管理の感

受性を高める。⑤本業務を通じて門真市に貢献する。など目標を

しっかりと定め取り組んでいきたいと考えております。 

また提案書の方に戻らせていただきます。教育プログラムの策

定および教育レベルの設定の見える化が書かれております。 

次、資料４の方がございます。資料３の後ろにありますが、教
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育レベルの設定というものがありまして、８級から１級まで上が

っていくという仕組みになっておりまして、基本的な挨拶・身だ

しなみが出来ているところから、最終的には班員に指導が出来る

ところまでステップアップしていくことが出来るので、それに伴

い社員のモチベーションも上がり、また、社員の成長の速度が速

まることが出来るかと思っております。 

それでは、提案書の方に戻らせていただきます。こういった教

育レベルの設定の見える化で、教育実績の履歴管理を電子化する

など安全教育の強化を図っていこうと取り組んでいる次第でござ

います。 

また、教育プログラムの見直しのひとつとして、内部教育中心

の活動だけでなく、さらに外部機関を活用した、危険予知訓練研

修会・危険予知訓練トレーナー研修会などの受講を自主受講から

等級別に受講を社内で義務化することにより危険予知の感受性を

高め、事故を発生させないという社内風土を構築していきます。

２番は以上でございます。 

それでは、引き続き３番の本市の環境課題解決に向けた取組に

関する提案をさせていただきます。 

門真市の環境課題でもあるごみの分別に目を向けると、分別さ

れていないごみが改善されないのが現状です。市民への分別は啓

発しながらも、そういった啓発には時間がかかるので、他方で私

たちの取り組みによる改善も必要と考えております。 

現在、門真市ではびんと缶は同じ収集日となっており、飲料水

のびんや缶もあれば、カセットボンベ等の危険なスプレー缶が同

じごみ袋に混入して集積所に置かれています。重要な課題とし

て、プレス式の塵芥車に投入して収集するのは非常に危険が高

く、弊社においても日頃の消防訓練により大事故には至っていま

せん。こちらの消防訓練の様子は、資料５で写真が載ってありま

すので、参考程度にご覧ください。 

それでは、提案書にもう一度戻らせていただきます。消防訓練
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により大事故には至っていませんが、半年で２回の火災事故が発

生しています。一方で、作業員は危険を感じながらの作業に不安

を抱えています。現在は、収集時の徹底した分別を行うことで危

険は回避していますが、収集時間が増加傾向にあります。そこ

で、私たちは収集車両にプレス式の塵芥車を使用するのではな

く、ダンプカーに統一することを提案いたします。これによりガ

スが残っているスプレー缶が混入していても、プレスしてガスを

放出させることは回避され、火災事故も抑制でき、小型ごみの収

集時の危険リスクも軽減されます。 

現代社会では、モバイルバッテリーや充電式の電化製品など、

衝撃を与えると発火する危険物が増加しています。今後は市民に

も被害が及ぶ可能性も考えると、びん缶と小型ごみはダンプカー

に統一する必要があると考えます。弊社としてダンプカーを使用

した際には事故ゼロ宣言をいたします。３番は以上でございま

す。 

それでは、最後の環境社会への貢献に関する提案について提案

させていただきます。 

門真市の環境基本理念にある内容に沿って、私たちは安全かつ

健康で文化的な生活を次世代に継承していくことを目的として、

子どもたちのごみ分別取り組みへの理解向上に取り組んでいま

す。直近では、門真市立五月田小学校の４年生を対象として、門

真市の分別表を基に講習会をさせていただきました。こちらの講

習会は、資料６の方で実際に講習会を行った時の様子が載ってあ

りますので、こちらについては、後ほど補足説明させていただき

ます。 

提案書の方に戻らせていただきます。学校の授業でも分別につ

いて学習していますが、この講習会を通して改めて正しく分別す

ることの大切さを学んでもらえました。 

また、この結果、子どもたちが環境に対する幅広い認識とごみ

の処分の仕方についての正しい理解が深まり、具体的に行動に移
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すことで、門真市の環境が保全され創造していくことへの足掛か

りとなることを願っています。そして、門真市の基本理念にも掲

げています、次世代に継承していくということに着目し、この活

動を継続していきます。 

加えて、小学校４年時にクリーンセンターへの訪問が慣習化し

ています。そこで私たちが門真市の全４年生を対象とした講習会

をさせていただきたいので、クリーンセンターに出向かせていた

だき、センター内での講習会を開催することに取り組ませていた

だきたいと考えております。 

繰り返しになりますが、門真市の環境課題についての意識を高

めるために、まず子どもたちへの環境教育が有効であると考えて

います。学んだ子どもたちの行動に大人たちも良い刺激を受け、

門真市を中心に各地域の人たちの環境保全の意識が高まり、より

よい町をみんなで作り上げていくことに繋がると確信しておりま

す。 

それでは、先ほど申し上げました、資料６の方をもう一度ご覧

になってください。補足説明させていただきます。 

資料６の真ん中の左の写真なのですが、火災事故の現状と書か

れております。こちらでは紙芝居を通し、危険物をパッカー車に

入れた際に想定される火災爆発事故の恐ろしさを子どもたちに知

ってもらい、また分別することの大切さを紙芝居を通して学んで

もらいました。右側にごみ出しの注意事項と書かれたところがあ

りますが、この写真の内容としましては、カラスがごみを荒しに

やってくるのが今問題となっていますが、その対策として、ごみ

袋にネットをしっかりと被せておくことの本当に基本的なことの

重要性、集積場をきれいにしてくれている町の人たちへの感謝の

気持ちを伝えることの大切さを、紙芝居を通して伝えさしていた

だきました。 

一番下の列の左側にあります、分別の実践のところに載ってい

る写真なのですが、こちらでは実際具体的にどうすれば、どう分
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別するのかというのを、ゲームを通して楽しく正しくごみが分け

ることができるように、分けっこ競争というものを実際に行いま

した。こちらで、子どもたちが正しく分けられるまで何度もゲー

ムを通して、子どもたちの分別への理解ができるようになったと

思っています。 

以上のように、子どもたちがこれからも継続してできるよう

に、講習会を締めくくらせていただきました。この活動を我々も

継続して、子どもたちの環境教育に今後も携わっていきたいと考

えています。 

以上でございます。 

 

 ありがとうございました。それでは委員の皆さまの方からご質

問等お願いします。 

 

 様式４－３のところでですね、本市の環境課題解決に向けた取

組に関する提案のなかで、ダンプカーを採用するというようなこ

とで、そのメリットとデメリットについて教えてください。 

 

その質問に関しては、私の方から答えさせてもらいます。 

まず、メリットというのは、収集作業の時間がかなり短縮でき

るということです。今現在もかなり分別しますので、一日に危険

なスプレー缶が45ℓの袋で５袋出ることになるんです。それをやは

り続けていると終わる時間が遅くなって、クリーンセンターの職

員の方にも迷惑がいっているのが事実です。メリットは早くなり

ますし、作業員の不安っていうのが完全に取り除けるという。 

デメリットというのは、今のところ私のなかでは無いに近いの

かなと。車自体も安いですし。だから後は、門真市さまが受け入

れてもらえるのであれば、私はこれはダンプカーで集めるべきだ

と。僕のところの会社だけではなしに、他の会社もやっぱり火災

事故というのは起こっておりますので、やっぱりその辺考えると
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みんなが思っているのではないかなと。 

 

例えば臭気とかですね、散らばるとか、そういう可能性という

のは。 

 

臭気。 

 

においですね。においとか、風で飛んでいくとかですね。そう

いう可能性については考えておりますか。 

 

その説は大丈夫です。びんと缶っていうのはある程度重たさが

あるので、それはダンプカーに入れることで、飛ぶことはありま

せん。もし万が一飛ぶようなことがあれば、それはどんどんどん

どん荷物が増えてくる段階だと思うのですね。その時にはネット

を被せるなりして、対応はできるかと思います。是非ともこれは

受け入れてもらいたい一つであります。 

 

もう一点よろしいですか。様式４－１のところでですね、業務

の改善。ここは、ハンズフリーのことを書かれているのですけど

も、それ以外で何か新しいことについては今のところ考えておら

れますか。 

 

このインカムの無線機を使ったもの等以外に補助ブレーキとい

うのをちょっと考えておりまして、３人で協力し合ってやる仕事

なので、助手席の人間がブレーキを出来るという機械がありまし

て、実際それを買って試してはいるのですけども、それが効果が

あるのか、ないのかはまだ咄嗟な時になっていないので何とも言

えないのですけども。運転手が気を失ってしまったという事件も

この前ありましたし、でも助手席の人間が何も出来ないっていう

このなんというか虚しさというか、それで何人もの人の命がって
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いうのがあったので、助手席の人からもブレーキが出来るという

杖のようなものをですね、ブレーキに付けるのです。オートマチ

ックしか駄目なのですけど、それで、補助できるのかなとそうい

うのも考えております。 

 

はい、分かりました。 

  

では、私の方から少し。 

様式４－２の方にリスク管理の関係で、危険箇所、ヒヤリハッ

トのMAPを作成っていうか、共有しようというのがあるのですけ

ど、基本的には今計画されている車両にはGPS機能が付いているん

ですか。GPSっていうか、位置情報。 

 

それはないです。 

 

例えばここで事故とか、それから収集順番とかいうのがあっ

て、ここがヒヤリハットに遭ったっていうのがこういうGPSみたい

なのにあるのか。あれば、毎朝こういうふうな朝礼時っていうの

ではなくて、という気はしたのですけど。見える化っていうから

には、ヒヤリハットのMAPを朝皆さんで共有されるという格好にな

っているのですか。 

 

それについては、私から答えさせていただきます。前回の時に

も明言させていただいたのですけど、ヒヤリハットMAPというの

は、実際そういう起こった場所に地図を用意しておりまして、皆

が収集が終わって帰ってきた時に、話し合って今日はこういう場

所が、例えば自転車が突っ込んできたとか、そういったヒヤリし

た事とかそういったものを全部印を付けていくんですけども、そ

ういったものの印を地図に実際付けていって、次の朝の朝礼時に

皆で共有して話し合うということをしておりまして、それを継続
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していっています。そういったものから更に危険リスクの対応等

がまだまだ足りてないと思いますので、安全教育の実施を策定し

まして、こちらをより強度にやっていきたいと思っております。 

 

残り５分です。 

 

それからもう一つ。御社の場合新たに新卒を何名か、新卒とい

うか新入社員を何名か雇うっていうことで、全部で４名ですか。    

この場合は現在１個やっておられるので、(14)(15)っていう３台

の場合と２台の場合があるのですけど、３台の場合でも２台の場

合でも、この４名くらいで対応できると、新入社員は。 

 

そうですね。経験のない、新たに本当に雇うという人間がその

数字でして、元の経験者を例えば１台に１人は必ず入れるとかっ

ていうのは、ちゃんとそれで配置しようと考えております。 

今、働き方改革というのが、私どもの人手不足の解消には追い

風になっておりまして、多分、月水金だけ働きたいとか、火木だ

けとかっていう人が結構うちの中にはいていますので、順番待ち

をしてくれているという人間もいていますので、その辺は私ども

研修もスッとやりやすいなとは思っているので。強みかなという

ふうに感じております。 

 

分かりました。 

 

よろしいですか。先程のダンプカーの件で、ちょっと追加でお

聞きしたいことがあります。まず、今回の仕様書でパッカー車の

台数とか結構要求水準書に出していると思うのですけれども、そ

の台数が、例えばパッカー車の台数からダンプカー１台だった

ら、パッカー車を１台減らしてダンプカーを入れるというご提案

ですか。 
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できればビンと缶というのはダンプカーで回らせていただきた

いです。例えば、今現在やっているのが、午前中プラスチック

で、容器プラですね。昼からビン・缶、それが２台あるのです

ね。ということは、１台を朝から夕方までプラを集めさせてもら

うのは、塵芥車で良いと思うのです。ビン・缶に関しては、１台

をダンプカーに変えれば朝から夕方まで、昼とる、朝とるという

のは変わりますけどもそれで対応できるので。 

今回の２台(14)(15)に対しても、どのコースが与えられるのか

もまだ把握はできていないですけども、なんとかダンプカーを１

台、２台入れて対応できるのではないかなと。僕のなかではある

ので、お許しが出るのであれば。 

 

プラスアルファでダンプ入れますよっていうのじゃなくて。 

 

それでも良いです。１台、経費は負担になりますけども、それ

でもダンプカーで良いよと言ってくれるんであれば、僕は３台は

揃えて、以外にダンプカーを入れてやりたいぐらいの。 

 

プラスアルファでも良いという感覚。 

 

はい。僕らもそれでも結構です。 

 

分かりました。 

それと、様式４－１業務改善の取組ですけれども、今回、骨伝

導式のインカムの利用ということで、これ１本にすごく焦点を絞

って提案していただいているのですけども、日々の業務の中で何

かこれを導入した方が良いとか、しなあかんっていう、こう決意

したとかいうような事例みたいなものはあったのですかね。 
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Ａ者 

 

委員長 

 

 

委員長 

 

あります。パッカー車、毎日洗車はするのですけども、運転手

と作業員がお互い合図をしながら中の板をずらしたりだとか、ホ

ッパーあげたりだとか、危険なことをしているのです。毎日のよ

うに。その時に、例えば見逃してしまう、合図を間違えてしまう

となるとすごく危険な可能性が出るので、それにプラス加えて、

更に確実な合図を送れるなというのは思っているので、一歩間違

えたら大怪我になるというところを言葉一つで救えるという、何

かすごく便利なものが、それを出会い頭事故を防げたりだとか。

運転手は常に四方八方を監視しているのですけども、電気自動車

なんかは音もなく近寄ってくるのですね、今。作業員の子がハッ

としてしまう、その時運転手もやっぱり発見が早いので、車来て

いるよ！とすぐに伝えることもできるという、本当に利点が多い

のかなと。その利点が安全に繋がる利点ばっかりだなと僕は思っ

ているので、これはやらしてもらうなら是非ともこれは取り入れ

たいなと思っております。 

 

今はそしたら、声掛けと何か合図を決めているのですか。 

 

そうです。合図も決まって統一しているのですけども、運転手

がたまに左を確認している時に右の合図を見ていないとか。 

 

時間です。 

 

はい。ありがとうございました。 

 

はい。ご苦労様でした。 

ありがとうございました。ご退出ください。 

 

 Ｂ者を入室させてください。 
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 どうぞ、おかけください。それではまず事務局の方から注意事

項を申し上げます。 

今回プレゼンテーション30分とさせていただいております。発

表時間15分、質疑応答の時間を15分としておりますので、事務局

の方から15分というお声掛けを、そして終了５分前の時にお声掛

けをさせていただきますので、それを目安にプレゼンテーション

を行っていただきますよう、宜しくお願いいたします。 

もし、質疑応答の途中で30分を迎えましたら、途中で打ち切り

とさせていただきますので、時間内に終わりますようご協力の

程、宜しくお願いいたします。 

それでは、プレゼンテーションを始めてください。 

 

 こんにちは。私は現場代理人です。どうぞ宜しくお願いいたし

ます。 

まず、最初に、私どもは平成27年４月から業務委託(８)、29年

４月から同じく(９)を請け負わせていただいております。ありが

とうございます。今回は委託番号(14)と(15)を申請いたしました

ので、宜しくお願いいたします。 

本日のプレゼンテーションでは、提案書の中から私たちの会社

らしい取り組みをピックアップしてご説明させていただきます。 

また、提案書の各項目には別紙資料を添付しておりますので併

せてご覧いただけますと幸いです。宜しくお願いいたします。 

まずは、様式４－１から提案書の２番目の四角に記載してい

る、ヒヤリハット事例の蓄積と、それに対する話し込みの実施、

打ち手の考案・実践について、実際に起こった事例を別紙、資料

３を基に説明させていただきます。 

これは、私どもでは、１号車・２号車と呼んでいる塵芥車の収

集ルートの境目で、お互いに相手側の塵芥車が収集する箇所だと

勘違いをしてしまい、収集漏れが発生した事例です。１号車に乗

務していた３名が記載した報告書を、資料３の中段左側に掲載し
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ております。報告書から収集漏れが発生した経緯は２点ありまし

た。 

まず１点目。乗車メンバーの変更を定期的に行っていますが、

メンバー変更をした初日に発生いたしました。 

２点目。１号車が当該の場所を通過した際、ペットボトルのご

みが置かれていることに気付いてはいました。しかし、自分達の

エリアではないと素通りをしていたことが分かりました。さら

に、報告書を基に業務リーダーがヒアリングの上、深掘りを行っ

た内容が中段右側です。３つのことが分かりました。 

１つ目。以前に１号車を経験したことがあるので、引き継ぎで

細やかな内容を教わらなくても大丈夫だろうと作業員も運転手も

思ってしまいました。 

２つ目。運転手は１号車・２号車共に運転経験があったため、

以前に運転していた時から時間があいていました。記憶が薄れ、

どちらの車が収集するエリアだったのかを忘れていました。 

３つ目。今回のルートを初めて対応する作業員がいました。彼

は事前の引き継ぎは受けていたのですが、自分以外の２人が経験

者なので、曖昧に覚えていても２人がしっかり把握しているので

大丈夫だろうと思っていました。 

このようなことが浮き彫りになったため、社員全員で話し込み

を実施し、打ち手を考案いたしました。それが資料３の下段に表

示してあります。 

１つ目。ルート地図には単なる移動経路だけではなく、ごみの

位置、注意事項など細かに記載して変更点などがあれば随時更新

すること。 

２つ目。メンバー変更時の引き継ぎにはルート地図を使用し、

思い込みを防ぐためにも一から全てを説明し、相互理解をするこ

と。 

３つ目。新しいメンバーがいる場合は、習熟者を２名付けるこ

と。 
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今回の事例では、先程述べた３つの打ち手を考案し、現場で実

践、改善を繰り返して再発防止を行っております。 

この他にも、作業員が現場到着時に塵芥車から急いで降車した

際に足を挫いたこと、ごみを持ち上げた際に竹串が飛び出して手

に刺さりそうになったことなど、私どものヒヤリハットを蓄積

し、緊急のものは即時、それ以外のものは１ヶ月に１度、会社内

で実践する労働安全衛生委員会で話し込みを行っております。 

このような活動を地道に繰り返すことで、社員の技術向上に取

り組んでおります。 

続きまして様式４－２に移らせていただきます。 

様式４－２では、事故、安全衛生に関する私どもの考えと、社

員の雇用、教育についてご説明させていただきます。 

私どもは、事故及び怪我を大きなリスクと捉え、事故を起こさ

ないような取り組みを行っております。毎日、朝礼でアルコール

チェック、体調の確認等を実施した後、安全管理責任者からその

日の注意事項を伝達し、社員で共有化を図っております。 

また、朝礼の後に運転手、作業員３名でツールボックスミーテ

ィングを行い、作業時の安全確保、事故が多い箇所、交通量の多

い箇所、道の狭い箇所等の確認を行うKY活動を行ってから現場に

向かうようにしております。 

さらに、無事故、怪我の日数のカウントを社内に掲示。運転

手、作業員の安全意識付けを行なったりもしております。事故の

予防は、意識だけでは不十分と思っておりますので、次の塵芥車

には、ドライブレコーダー、デジタルタコグラフ、動態管理シス

テム、炭酸ガス、延焼抑制システムの取り付け、AEDの搭載を行

い、仕組みの面でも事故、怪我の発生防止を行っていきたいと考

えております。 

次に、同じく様式４－２社員の雇用と定着化について、私たち

の会社らしさの特色のある取り組みをご紹介させていただきま

す。 
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社員の採用は、ハローワークを中心に各ネット媒体等を利用し

ておりますが、最近は迅速で質の高い採用を行うためにリファラ

ル採用に力を入れております。職場経験のある社員が仕事内容や

会社への雰囲気を推薦候補者に話すことでミスマッチを防いで、

良い人材が集まる傾向になっております。また、社員自身も、自

社にとって必要な人材について真剣に考えるようになり、社員の

愛社精神の向上に繋がっております。 

これまでの実績としては、社員の友人は正社員として雇用し、

急な欠員が発生した際の補助要員として、社員の弟や社員の父親

を短期雇用させていただいたこともございます。 

社員定着率向上の取り組みといたしまして、先日のリファラル

採用と併せて、現場代理とのメンタルヘルス面談、年間目標設定

面談、成果確認面談を個別に行い、社員とコミュニケーションを

高めております。 

また、定期昇給や賞与は勿論、年に一度の健康診断やインフル

エンザの予防接種等の健康管理の他、怪我の保障等の福利厚生を

毎年充実させております。その結果として、ワークライフバラン

スが高まって、別紙、資料⑦にありますように、有給休暇取得数

が昨年度比で平均２日間増加し、育児休暇もとりやすく、社員に

とって働きやすい職場になってきたと私どもは感じております。 

続きまして、様式４－３に移ります。 

高齢者の見守り協定書についてご説明させていただきます。 

私どもは、ごみ収集及びし尿収集を行っている会社です。毎週

ないしは、２週間に１度、同じ場所で収集しております。いつも

出ているごみが出ていない、よく挨拶に出てくるおばあさんが最

近見かけないなど、いつもと違う何かに気付くことがよくありま

す。その気付きから、地域の一員として高齢社会への助けになる

何かができるのではないかと私たちは考えました。 

そんな時に、門真市総合計画策定のための審議会を傍聴させて

いただく機会がありました。高齢社会はやはり門真市の大きな課
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題であると、取り上げられていました。そこで、業務中に見守り

活動ができるのではないかとそう考え、門真市高齢福祉課に対し

高齢者の見守りに関する協定書のお手伝いをさせていただけませ

んかと提案させていただきました。現在門真市の一般企業が高齢

者の見守り協定に参加しておられます。私どもは、門真市内で環

境に携わる企業として、初めてこの協定へ参加させていただきま

す。協定締結の協議は既に済んでおり、11月中には調印を行う予

定になっております。 

さらに、高齢福祉課の方とお話をしたことで、日々の生活のう

ち、ごみ出しで高齢者の皆さまが大変なご苦労をされていること

が改めて分かりました。私どもといたしましては、高齢世帯の生

活の助けになるよう戸別収集や、ふれあいサポート収集を積極的

に受け入れていきたいと思っております。 

また様式４－３中ほど及び別紙、資料⑨に記載していますが、

私どもの塵芥車に門真市内の小学生の素晴らしいエコアート作品

を塵芥車側面に掲示しております。市民の皆さまに分別やリサイ

クルへの関心を持っていただきたいと思っております。 

続きまして、様式４－４へ移ります。 

様式４－４では、私どもと地域の皆さまとの繋がりについてご

説明させていただきます。別紙、資料⑩も併せてご確認をお願い

いたします。 

社員による会社周辺のごみ拾いを毎日行っており資料⑩の右下

の表にございますように、ポイ捨てたばこ等、毎月約10㎏のごみ

を回収しております。 

また、地域の皆さまと挨拶や会話を交わすことで、良好な関係

を構築しております。その縁で、柳田町自治会への加入や町内清

掃に参加させていただきました。 

また、自治会の方を会社にお招きして、ごみの分別のご説明や

塵芥車への投入体験を実施させていただきました。地域の皆さま

に、環境学習として先日のごみ分別や体験投入を行い、その取り
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委員長 

 

副委員長 

 

 

 

 

 

Ｂ者 

 

 

 

 

 

 

 

 

組みを子ども会にも実施する他、市の教育総務課と連携して環境

学習の取り組みを進めていこうと考えております。 

また様式４－４中段に記載していますが資料⑪の塵芥車へのラ

ッピング資料⑫のユニフォームを変更するなど、以前よりも更に

市民の皆さまに親しみやすい会社になれるよう、楽しい取り組み

を行っております。 

最後になりますが、我々は門真市に根ざし、門真市と共に成長

してきた会社です。ごみ収集を通じて、門真市の町づくりの一助

となることをお約束し、私たちのプレゼンテーションを終わらせ

ていただきます。 

本日は貴重なお時間をいただき、大変ありがとうございまし

た。何卒、宜しくお願いいたします。 

 

それでは、ご質問の方お願いします。 

 

様式４－２のところですけど、最後から２行目に書かれていま

す、急な欠員時は社員の友人、友人や親族の紹介をしてもらうこ

とで対応していますということですけども、具体的に、社員の方

が戻られたとかですね、そういう時にはこちらの人をどういうふ

うな待遇にされているのですかね。雇用形態とか。 

 

急な休みの時に前日に連絡いただいて、基本的には社内の他の

業務をやっている人間が対応したりしていることが多いのですけ

ど、この場合は、例えば彼だったら、彼の友人とか知り合いの方

に明日だけ来てくれへんかとか、アルバイトに来ませんかみたい

な話をして来ていただいて、１日ないしは、欠員の方が戻って来

られるまで２～３日やっていただいて、それで戻って来られたら

そのアルバイトは終了という形にしておりまして。単純に正社員

であるとかパートであるとかいうことではなくて、アルバイトで

対応という形でやらせていただいています。 
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委員② 

 

 

Ｂ者 

 

委員② 

 

Ｂ者 

 

委員② 

 

 

その点なのですけど、１日ないし、何日か来られる方というの

は、ごみ収集の経験はある方なのですかね。 

 

ある方もおられましたし、まったくない方も正直いたというの

は事実としてございます。 

 

例えば、そういう方が作業中に事故に遭ったりとかするかなと

思うのですけど、そういう場合の保障とかはどう考えられておら

れますか。 

 

まず、大前提として怪我をされないように、来ていただいた時

に業務前に機械の説明であるとか、しっかりやらせていただくと

いうのは大前提なのですけども、怪我とかについては先程も途中

でお話があったと思うんですけども、社員の怪我であるとかとい

うことの保障は会社として加盟しておりますので、もし万が一そ

ういうものが発生した場合でも、そこからお支払いしたりとか保

障するということは考えております。 

 

労災の保険の対象の中には入っているという理解で良いです

か。 

 

労災とは別に会社でそういう。 

 

任意保険に入っておられるのですか。 

 

はい。そうですね。 

 

そこに、そういう日雇いみたいな感じでも対処できますという

ふうな保険になっているのですね。 
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委員長 

 

 

 

 

 

はい。 

 

分かりました。 

 

様式４－１の一番最後のところに、今後はドライブレコーダー

をと書いてあるのですが、これは上に書いてあるヒヤリハット事

例なんかの時にこれを検証するのか、それとも先程あった積み残

しとか何かがあった時に検証する為につけるというか、主にどう

いう機能としてこれを利用されるというか、事故が起こった時だ

けじゃなくて、日常にもということ。 

 

そうですね。もちろん、事故、怪我の検証にも使いますし、積

み残しであるとか作業中の怪我であるとか、そういうことが起き

た時にも使わせていただきますし、様式４－３であるのですけ

ど、資源ごみの持ち去りですね。こういったものが録画されてい

る時にも証拠として使わせていただいて、門真市さんの方にお見

せするとかいうこともありますし。 

以前、ちょっと本題とは逸れるのですけど、とある箇所で犯罪

がありまして、その犯罪者の方が証拠となるものをごみ袋に捨て

て立ち去ったということがあったらしくて、当時は私どもの車、

ドライブレコーダーが無かったので、それが証拠として出せなか

ったという経験もございましたので、そういう犯罪の防止にもお

役になるのではないかなと考えております。 

 

別紙資料②－２ルート地図補足表とあるのですが、これはルー

ト地図ファイルには地図のみではなくと書いてあるんですけど、

ルート地図ファイルとういうのは電子ファイルではないんです

か。 
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Ｂ者 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

Ｂ者 

 

 

 

 

Ｂ者 

 

 

 

 

電子ファイルではなく、紙ファイルでもこのような両開きにな

っておりまして、左側が地図、右側に補足表がありまして、両方

見て把握できる内容になっています。 

 

別紙②－１のルート地図と同じような格好で、その地図と一対

になると。 

 

そうです。この地図だと、マークがあって、鍵だったり注意す

る箇所というのがマーキング、これカラーでスキャンされていな

いんですけど、カラーでやると、そういう所がマーキングされて

いまして、それが次の右側のページに☆印の、道が狭いですよと

か、下り坂になっていますよとかいうのが書いてあったりとか、

新規の場所、クリーンセンターさんからご連絡いただいた場合

は、そこに記入して新規でこういう場所が書いてありますよと分

かるようにしています。 

 

今後、ドライブレコーダーとかGPS等も入れて地図がすぐマニュ

アル化じゃないけど、電子上で見て掲示ができるような展開がで

きそうな感じの取り組みになるのですか。 

 

そうですね。今、この場で言ってしまうと、風呂敷きを広げて 

しまうことになるかなと思ったので、例えばiPadみたいなもの

で、現場で見られるようにというのは構想としてゆくゆくは考え

てはおります。 

 

追加で補足さしていただきます。当初、収集をやりだした際

に、クリーンセンターさんから業務のルート地図を貰いました。

貰ったのがアナログだったのですが、どんどん進化させていった

形が今現在の形で、まだやはりアナログな部分も多々ありますの

で、今度はこれをデジタル化していく、今言ったiPadもそうです
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Ｂ者 

 

委員③ 

 

Ｂ者 

 

 

 

委員③ 

 

し、ちょっとこれも話が逸れるのですけど、取り残しがあった際

などにも現場に行って実際にスマートフォンで写真を撮ったりし

ています。そこでヒヤリハットの事例として残していったりと

か、毎日の日報で報告したりとか、先程の面談じゃないですけ

ど、これなぜ残していったのですか、原因はなんなのですかとい

うような究明にも使いたいですし、ツールの一つとしてドライブ

レコーダーは非常に役に立つ、そういうことも考えております。 

 

今日はありがとうございます。門真市のこと、地域の実情をす

ごく把握していただく努力をされているなというのが、とても感

心さして聞かせていただきました。提案書もすごく堅実に、日々

の積み重ねを、どうやって今おっしゃった進化させていくかとい

うことをすごく考えて作られているなということで、その部分で

はすごく将来の展望が持てるお仕事をなさっているなというふう

に感じております。その中でまず一つお聞きしたいのが、様式４

－２のところですね、先程、先生方も社員の方の雇用の状況と

か、短期で雇用される時の場合とかいうようなご質問がありまし

けれども、まず今の現状の年齢構成とか平均年齢、だいたいどの

位になっていらっしゃいますか。 

 

平均年齢で言いますと、だいたい28歳から35歳位です。 

 

お若いですね。 

 

勿論、20歳、21歳、22歳位がいて、40歳越えた人もいているの

ですが、バランスをとってしまうと、どうしても28歳から35歳位

になります。 

 

なるほど。分かりました。ご提案の内容がすごく積極的で前向

きな内容になっていますので、お若いエネルギーが沢山あるだろ
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Ｂ者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員③ 

 

委員① 

 

 

うなというような感じ方を私がしましたので、まずそこの年齢構

成をお聞かせいただきたいなと思ったのと、後。 

 

残り５分です。 

 

女性、障がい者、外国人の雇用にも柔軟に対応していますとい

うふうに記載されていますけども、この辺はそれぞれ何名ずつ位

いらっしゃるとかっていう現状はありますか。 

 

女性が、まず社長が女性です。それとは別にもう一方女性がい

らっしゃいます。障がい、ちょっと言葉が悪いですけど、障がい

のある方がそれとは別に２名いらっしゃいます。１人は指がない

方が１名。もう１人は精神的に、いわゆるうつ病と言われる病気

の方が１名おられます。でも彼らは健常者と全く同じ動き、変わ

らない活躍、活動をしてくれていますので、誇らしいです。僕か

ら見さしてもらっても全く遜色のない、差別することのない、女

性であろうという感じは受けます。 

外国人なのですけど、過去に１名いましたが、彼自身が夢があ

る。中国の方なのですけど、中国である事業を行いたいと。その

間、アルバイトをさしてくれないかということで、うちに来てい

ました。それが先程言った社員の弟なのですけど、夢が叶いそう

なんで、もう一回中国に帰って、もう一度ビジネスというか、そ

れをやりたいということで帰国されたんですけど、過去にはそう

いった経緯もございます。 

 

分かりました。ありがとうございました。 

 

環境学習に取り組んでおいでになられるということですけど、

環境政策課とも連携をとっていただいているという認識でよろし

いですかね。 
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Ｂ者 

 

 

副委員長 

 

 

Ｂ者 

 

副委員長 

 

 

 

Ｂ者 

 

 

 

 

 

 

 

 

副委員長 

 

Ｂ者 

 

 

 

事務局(上田) 

 

 

はい。それと市民プラザさんとかの御協力も今後いただいて、

やらしていただければなというふうには思っております。 

 

 現在、高齢者の戸別に取りに行かれているというのはどの位の

ケースがあるのですかね。 

 

 どの位。 

 

 持って下りられないとか、高齢者の方で中々ごみ出しができな

いという方で、今だったらどの位の人数おられますか。会社で

は。 

 

 具体的に、例えばそういう例がある場合は業務課さんから連絡

いただいて、どこそこの住所でそういうようなケースがあります

というのはいただくことはあるんですけども、我々のエリアで

は、どこどこのお宅の方が持って行けないのでという実例はない

んです。ただ、集積場、いわゆるステーションのものが戸別にな

ったよということに関しては、過去今４年半やらしていただいて

いますけど、10件、10ヶ所以上は戸別に変更になっている箇所は

あると思います。 

 

 そうですか。 

 

 勿論、高齢者の方でごみ自体を重たそうに持たれているので、

作業員が、おばあさん持ちましょうかということは、ほぼ毎日の

ように、そういったことは行っています。 

  

それでは時間です。 
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委員長 
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Ｃ者 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。 

 

ありがとうございました。ご退出ください。 

 

 Ｃ者を入室させてください。 

 

 どうぞ、おかけください。それでは事務局の方からまず注意事

項を申し上げます。 

今回プレゼンテーションは合計で30分ですけれども、発表の時

間は15分。委員からの質疑、そして応答の時間として15分を予定

しております。ですので、発表の15分を過ぎた頃にお声掛けをさ

せていただきます。また、終了５分前になりましたら５分前です

というお声掛けをさせていただきますので、時間内に終わるよう

にご協力の程、宜しくお願いいたします。質疑応答の途中でも30

分が過ぎますと打ち切りといたしますので、宜しくお願いいたし

ます。 

それでは、始めてください。 

 

 それでは、始めさせていただきます。代理人を務めている者で

ございます。宜しくお願いいたします。 

現在委託業務をやらせていただいておりますが、今回新たに

(14)(15)の申請をさせていただきました。宜しくお願いいたしま

す。 

 まず、業務改善の取組に関する提案について始めさせていただ

きます。 

弊社といたしましては、業務マニュアルの作成及びヒヤリハッ

ト検証を実施しております。地域住民の方からの苦情報告書及び

提案報告書、これらを作成いたしまして、それを活用した業務マ

ニュアルの改善変更、そしてその対策、これらをPDCAサイクルに

基づいて行っております。また、その結果を社内の会議や月一回
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定期で行われている定期ミーティングにて全社員に対し、共有化

を図っております。 

また、運行管理者資格を有する者を業務責任者と選任いたしま

して、その者を中心に朝礼、出発、帰途時の点呼を実施いたしま

して、短日単位での健康状態の確認やアルコールチェック等の従

業員同士での情報の共有化も図っております。 

また、先程少し述べさせていただきましたが、月一回の定期ミ

ーティングの際、新人講習やマナー研修、これらも実施させてい

ただいております。 

最新機材につきましては、使用車両はディーゼル車両。こちら

を使用しておりまして、NOx基準適合車両及びアイドリングストッ

プ搭載車両を使用し、環境にも配慮した機材を使用しておりま

す。 

安全性向上の機材につきましては、ドライブレコーダー、バッ

クカメラ、助手席スライドドア、PCS・プリクラッシュセーフティ

―こちらを装備した車両を使用しております。増車の際にも同車

両を導入することを決定しております。PCSについては、別紙でこ

ういった資料を提示させていただいております。 

また、それらの各車両にはですね、危険物に対しての積載スペ

ース及び水洗用器材、消毒液を常備いたしまして、リスク管理、

安全衛生面にも対応させていただいております。 

業務改善の取組に関する提案につきましては、以上になりま

す。 

続きましてリスク管理・安全衛生への取組に関する提案につい

て始めさせていただきます。 

まず、月一回実施しております定期ミーティングにおきまし

て、ヒヤリハット検証を実施しておりますが、この際にドライブ

レコーダーの映像、また２ｔ塵芥車、こちら実車を実際に使用し

た検証を行っております。その内容を基に対策を検討し、業務マ

ニュアルの改善を行いまして、リスク管理に対する強化を図って
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おります。 

また、緊急時に対応する為に役割分担の明確化を行いまして、

緊急時、迅速で確実な対応が出来るようにも行っております。 

それに加え、業務責任者による街頭指導の強化、危険箇所の巡

回。この危険箇所というのはヒヤリハット検証等で出た場所とな

ります。こういったものを行い、社内での監視体制を強化するこ

とによりまして、リスク管理・安全衛生面への更なる強化を図っ

ております。 

次に先程の提案で少し述べさせていただきましたが、より安全

な業務を行う為、ドライブレコーダー、バックカメラ、助手席ス

ライドドア、PCS・プリクラッシュセーフティ―の装備を搭載した

車両を使用いたしまして、増車の際の導入も決定しております。 

機材の導入だけではなくて、５Ｓ活動の推進、門真市消防署に

よるAED講習等も積極的に実施いたしまして、リスク管理・安全衛

生面の強化を図っております。 

また、福利厚生や勤務体系の充実も図っております。個々に合

わせた支援や整備を行いまして、午前・午後の交代制。こういっ

たものと、週一日、二日からのシフト制を導入しております。こ

れによりまして、年齢・性別を問わない勤務体系、職場作りを強

化できるものと弊社では考えております。 

最後になりますが、安全衛生面の強化といたしましては、病院

と提携させていただきまして、年一回実施しております全従業員

を対象といたしました健康診断。こちらの健康診断、通常のもの

に加えましてエコー診断等の受診。全従業員受診させておりま

す。これに加えまして、AICD・アミノインデックスガン。こちら

のものは血液検査によるがんのリスク検査になります。こういっ

たものを全従業員に行っております。また、従業員50名以上の企

業を対象に厚生労働省様から義務付けられております、ストレス

チェック。こちらに関しましても、弊社従業員40名弱ではあるん

ですが、全従業員を対象に受診させております。 
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リスク管理・安全衛生への取組に関する提案については、以上

となります。 

次に本市の環境課題解決に向けた取組に関する提案について、

始めさせていただきます。 

まず、弊社といたしましては、エコアクション21を認証取得さ

せていただきまして、CO2削減に取り組んでおります。こちらもで

すね、別紙にて環境経営レポート、ほんの一部ではあるんです

が、提出させていただいております。こちらになります。 

また、これに加えまして、３Ｒ・低炭素社会の資格も取得させ

ていただきまして、その資格取得者による社内での月一回行われ

ているミーティングの際に講習会等を通じまして、全従業員の分

別の取り組みへの意識改革を行っております。 

次に、門真市内の高齢者の増加の問題に対しましては、作業時

等ごみ出しにお困りだと実際現場でよく提案をいただくのです

が、こういった際でも迅速な対応、その場での対応ができるよう

に月一回のミーティング、朝の朝礼等で周知徹底しております。 

そして次にですね、門真市内では資源物持ち去り行為が大変多

発しております。弊社といたしましては、持ち去り禁止条例の推

進、巡回パトロールを実施させていただいております。実際に持

ち去り行為を発見した場合については、市の方からお預かりした

チラシを配布させていただいております。それも資料にて、こう

いったものを配布させていただいております。また持ち去り行為

を発見してチラシを配布しまして、また、持ち去り禁止シール。

こちらも弊社で作成いたしまして、集積場所に出されている資源

物に貼り付ける活動も行っております。こちらになります。別紙

に資料入れさせていただいております。 

次に、収集地域には多くの狭路があります。住宅地かなり狭い

道が多いものですから、そういった収集コース、収集地域につい

てはですね、２ｔ塵芥車走行する場合ですね、原則５km以下。狭

路への無理な進入はしない。やむを得ない場合以外の原則バック
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は禁止等、こういった弊社独自の業務マニュアルを作成させてい

ただいております。法令順守に基づきまして、国土交通省様、近

畿運輸局様よりですね、一般廃棄物運送の営業許可を平成30年に

弊社取得しております。こちらもですね、許可書の方、別紙にて

掲示させていただいております。この国土交通省様よりいただい

た営業許可をいただいた上で、適正業者として環境課題解決に弊

社は取り組んでおります。 

本市の環境課題解決に向けた取組に関する提案については以上

となります。 

次に環境社会への貢献に関する提案について始めさせていただ

きます。 

まず、弊社といたしましては、門真市内在住者、特に結婚や出

産、育児で一度仕事から離れられた社会復帰を望まれる女性の方

を積極的に採用・雇用しております。各家庭の収入が増加すれば

市内での消費もそれに比例して増加することにも繋がると。ま

た、地域の活性化を図れると弊社では考えております。 

次に、先程も述べさせていただきました資源物持ち去り防止の

巡回パトロールの強化も実施させていただいておりますし、門真

市主催の行事にも積極的に参加させていただき、地域の活性化に

つとめております。 

また、厚生労働省様が推進されております、がん対策推進企業

アクションにも参加させていただきまして、２ｔ塵芥車の方にも

がん検診受診率向上のロゴマーク、こちらも資料に掲示させてい

ただいているんですが、こういった形によりまして、門真市民の

方へ啓発活動させていただいております。これに伴いまして、門

真市及び公益財団法人高松宮がん研究基金への寄付もさせていた

だいております。こちらについても、高松宮妃癌研究基金への寄

付ということで資料提出させていただいております。 

次に、弊社各営業所、全営業所にAEDを設置させていただいてお

ります。これについては、全従業員講習を受講しておりますの



45 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

で、緊急時に少しでもお力になれればと考えております。 

先程も述べさせていただきましたエコアクション21、こちらの

取り組みでもあるCO2削減を実行する為にですね、公共交通機関を

優先して利用させていただきまして、２ｔ塵芥車これらを含めた

全営業車を使用する際にはエコドライブ、アイドリングストップ

実施を徹底いたしまして。また、３Ｒ・低炭素社会の資格取得者

による分別の指導も強化して実施させていただいております。 

また、門真市内に４か所弊社営業所持っておりまして、そのう

ち１か所につきましては、今月より環境事業部の事務所として所

有いたしまして営業開始させていただいております。この４か所

の、これらの事業所周辺の美化活動も積極的に実施させていただ

いております。この美化活動・清掃活動を行う際の清掃作業員と

いたしまして、障がい者の方を採用雇用、積極的にさせていただ

いております。 

最後のご提案の前に余談ではありますが、弊社従業員と共に２

ｔ塵芥車で千葉県富津市ボランティア活動に参加させていただき

ました。その際に２ｔ塵芥車での予備車両を使用するものですか

ら、門真市様からも許可をいただきまして、了承をいただきまし

て参加させていただきました。その際、他府県から参加されてい

る大手一般廃棄物業者様でも営業ナンバー、緑ナンバーを付けた

車両で参加されていました。 

このことからも、環境社会への貢献を行うにあたり国土交通

省、近畿運輸局様よりいただいた一般廃棄物運送業の営業許可を

いただいた適正業者として、収集運搬業務を門真市内で担うこと

によりまして環境社会、地域社会への貢献が行なわれるものと弊

社では強く考えております。 

環境社会への貢献に関する提案につきましては以上となりま

す。４つの課題に対する提案につきまして、以上となります。あ

りがとうございました。 
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委員長 

 

 

副委員長 

 

 

 

Ｃ者 

 

 

 

 

 

 

副委員長 

 

Ｃ者 

 

 

 

 

副委員長 

 

委員② 

 

 

 

 

 

 

ありがとうございました。それでは各委員の方から質問等ござ

いましたら、宜しくお願いします。 

 

よろしいでしょうか。様式４－３のところの資源の持ち去り禁

止条例の推進のなかでですね、禁止シールを作成して巡回して貼

るというようなこと、これはいつ頃されるんですか。 

 

だいたい持ち去り行為をされている方は、早朝からされていま

すので、私どもも時間的なこともありますが、大体７時、８時く

らいからになりますかね、朝の。土日の一番多発されると思われ

る少し前くらいから集積場所、その日資源ごみを出されている場

所に向かいまして、集積場所でより多くアルミ缶等が詰まったも

のを重点的に貼付させていただいております。 

 

貼付されるようになりましてから、だいぶ変わりましたか。 

 

そうですね。実際私たちの実感といたしましては、巡回車両の

方も弊社の方で決めて行っておりますので、私どもの車両等々、

また、そのシールを見た方についてはその場をすぐに立ち去って

行かれるような情景は何度も確認しております。 

 

分かりました。 

 

すみません、よろしいですか。様式４－４なのですけど、下か

ら２行目ですかね。一般廃棄物収集運搬業の営業許可を取得して

おられるということで通知書を付けていただいていまして、一般

貨物自動車運送事業の許可ということなのですけど、こういう許

可っていうのは他の委託業者さんって持っておられないんですか

ね。 
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Ｃ者 

 

 

委員② 

 

Ｃ者 

 

 

委員② 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

委員② 

 

 

Ｃ者 

 

委員② 

 

委員長 

 

 

 

Ｃ者 

現状、門真市内では弊社のみとなっております。確認できてい

る限りではですけれども。 

 

御社で確認されている限りは、他は持っておられない。 

 

ただ、大阪府下、また県外でしたら緑ナンバーを付けた車両を

使用されていることを見かける確認はしております。 

 

許可があるとないではどう違うのですか。 

 

どういった作業をするにあたっても資格や営業許可が必要にな

ってくるものだと感じているのですが、実際環境局様の、という

よりも、弊社営業車を他の事業部でも所有しておりまして、その

関係上国土交通省様にこういった一般廃棄物運送の業務を行って

いると問い合わせたところ、許可を取っていただきたいというこ

とで直接お声掛けいただきまして。それで営業許可を取得すると

の流れになりました。 

 

御社の方から運輸局さんの方に問い合わせされたら許可取りな

さいと言われて取得されたということですか。 

 

はい。そうです。 

 

分かりました。 

 

様式４－４の同じところで、冒頭で障がい者雇用にも言及があ

ったんですが、現在も障がい者雇用、御社としてはどなたか採用

されておられるんですか。 

 

現在も採用させていただいておりまして、営業所周辺の清掃活
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Ｃ者 

 

委員長 

 

 

 

Ｃ者 

 

 

委員長 

 

 

 

 

Ｃ者 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

動していただいております。 

 

そうなのですか。 

それと、産業医と連携するということで、御社の規模からする

と産業医を別に必要ないと言いますか、これはどういう。 

 

 病院と連携させていただいてっていう形で。 

  

 連携してストレスチェックなんかも。定期健診とかやられた頃

にいつも産業医に結果を見せてストレスがあるのではとかそうい

うチェックを受けているということですか。 

  

 そうです。ストレスチェックの方実施させていただいておりま

す。 

 

 同じく、ちょっとこのあれとは関係ないのですけど、現在従業

員数37名おられて、ところが今回一般ごみの収集で新たに９名の

作業員と３名とが運転手等で12名採用するという計画なんです

が、これは(14)(15)の(14)の３台の時の人数なのですか。 

 

そうですね。弊社の交代制やシフト制導入していますので、毎

日定期で出られる作業従業員の方も限られております。そういっ

た中で少し余剰人員を確保していくような形にもなります。もち

ろん業務委託をいただければの予定となっておりますので。 

 

一応、例えば(14)の３台の方っていうことになった場合もこの

新人というか社員公募等されて非常に可能性が高いと、９人なら

９人とか。３人の普通免許証保持者っていうのは、実現はほぼ可

能だっていうか展望は非常にあると思って。 
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副委員長 

 

 

Ｃ者 

 

副委員長 

 

Ｃ者 

 

 

 

 

 

 

 

 

副委員長 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

Ｃ者 

はい。弊社といたしましては可能であると考えております。 

 

他に何かあれば是非。 

 

PCSを車両に付けられて安全性を優れたものにするってこれは一

台でどのくらい掛かるような、金額的には。 

 

金額的なものは、ちょっと調べていないんですけど。 

 

一応決まったら付けられると。 

 

はい。そうです。今、衝突回避システム、現在使用している車

両にも付いているのですが、それは20km以上に走行している場合

のみ作動する衝突安全装置になるのですが、こちらのPCSに関しま

しては発進時、また、ブレーキ・アクセルの踏み間違い等に対応

したものになっております。そういった新しい新装備の方をまた

メーカー様からご紹介いただきましたので、これは是非導入する

べきだと弊社の方で考えておりまして決定させていただきまし

た。 

 

分かりました。 

 

また、同じく先程、様式４－１、様式４－２にもちょっと書い

てあるのですが、ドライブレコーダーを装備しようということな

んですが、これは主に一番っていうのはここに書いてあるヒヤリ

ハットなんかでどういうふうな格好で毎日、例えばドライブレコ

ーダーを３台なら３台について検証するわけじゃなくて、どうい

うふうに。 

 

業務責任者の方ですね、選任しておりますので、その者により
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副委員 

 

 

 

Ｃ者 

 

 

 

 

 

 

 

委員③ 

 

 

 

 

 

Ｃ者 

 

 

 

 

 

 

 

まして色々な報告書等々弊社ありますので、従業員の方からあが

った情報を基に映像を抽出しまして、そちらの映像と実証を用い

たミーティングの際に検証を行うという形をとっております。 

 

それと、様式４－２ですけども、丸の３つ目に業務責任者によ

る街頭指導ってありますね。これはどの位の頻度でされるという

ことなのですかね。 

 

正直こちらの部分に関しましては、抜き打ちの街頭指導という

ことになっていますので、社内的に。定期というよりも不定期で

抜き打ちのような形で街頭指導の方。直接的に法令遵守した安全

運転をしているかなとか、無理なバックをしていないかなとかそ

ういう危険箇所の場所も事前に把握しておりますので、この者

は。そういった場所で抜き打ちでの街頭指導という形で行ってお

ります。 

 

そうしましたら、今日はご提案ありがとうございます。 

様式４－１の、最初の段落のところで、苦情に伴う苦情報告書

及び住民からの提案報告書を作成するという記載があるんですけ

れども、今までにあった事例で、どのような内容があったのか少

し教えていただけますか。 

 

提案報告書に関しましては、先程、少し別の提案で述べさせて

いただきました。足腰が悪くて集積場所まで持って行くのがなか

なか困難であると、そういった方にその場で対応させていただい

た分の報告。そういった形になります。 

また、苦情の方がですね、やはり原則５㎞以下で弊社業務マニ

ュアル作成いたしまして、業務を行っているものですから、やは

り後ろの方で車両の方がつまってしまったりだとか、なかなか狭

路も多い方ですからかわせない場合等々ですね。やはりお怒りに
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事務局(上田) 

 

委員③ 

 

 

 

Ｃ者 

 

 

 

 

 

 

委員③ 

 

 

Ｃ者 

 

 

 

 

委員③ 

 

 

Ｃ者 

 

なられるドライバーの方もいらっしゃいますので、そういった場

合に、お叱りをいただいた場合にこういった形で報告書っていう

のを従業員の方からも提出させるようにしております。 

 

５分前です。 

 

様式２の方で、一番下のストレスチェックを全社員さんに実施

されているということでしたけれども、今の現状どのような、ス

トレス度は。 

 

そこまでは。個人的に把握してもらえればという形で受診して

いただいていますので、なかなか私自身も全従業員のストレス、

メンタルヘルスの部分をですね、把握出来ていない部分もありま

して。各個人個人で状況を分かってもらえればそれにあらかじめ

対応できるだろうという形でストレスチェックの方受診させてお

りますので。 

 

対策としての仕組みは、まだ今のところないということです

か。 

 

対策といたしましては、この部分については無理のない勤務体

系ということで午前・午後に分けたりだとか、週１日からでも、

女性の方でも３名ほど現状勤めていただいておりますので、そう

いった形でできる限りとらせていただいております。 

 

なるほど。上の福利厚生とか勤務体系の充実というところに繋

がるっていうことですね。 

 

はい。 
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Ｃ者 

 

委員③ 

 

 

 

Ｃ者 

 

 

 

 

 

委員③ 

 

 

Ｃ者 

 

委員③ 

 

Ｃ者 

 

委員長 

 

 

分かりました。 

それから後は、様式４－３の一番最後のところですね。先程、

資料も付けていただいています、営業許可とか営業ナンバーの取

得というところですけれども、この辺も現状、取っていますよと

いうことで。 

 

はい。取得させていただいております。 

 

ですよね。提案書自身は、環境課題解決に向けた取組に関する

提案というところがタイトルですので、その辺はどんなふうな関

係性を考えられておりますか。 

 

環境課題解決に向けた取組。まずそれをするにあたってです

ね、弊社としてはそういう適正な業者であると。営業許可を取得

させていただいている指定業者であると。他業者様と差別化と言

いますか、何をするにしても許可が必要であると考えております

ので、あえてこちらの提案の方に入れさせていただきました。 

 

提案と言うよりは実態を私たちに知らせていただいているとい

うような読み取りでよろしいですか。 

 

はい。そうです。 

 

分かりました。ありがとうございました。 

 

ありがとうございます。 

 

少し時間あるようですので、環境経営レポートがくっついてお

りますが、二酸化炭素排出量がこの３年くらい、18年の中で非常

に下がってきている。これは一番何が効果があってこれだけCO2が
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Ｃ者 

 

 

 

 

 

上田(事務局) 

 

委員長 

下がったのですか。 

 

やはりですね、営業車、２ｔ塵芥車以外にもかなり。 

 

持っておられる。 

 

はい。別の営業車も利用しておりますので、公共機関を出来る

だけ優先して使う。後はですね、ほんとにエコドライブ。こうい

った形でCO2削減。事業計画的にも達成出来たものと考えていま

す。 

 

 何かございますでしょうか。 

  

 すみません。資源物の持ち去り、パトロール指導やっていただ

けている、現状の委託も。 

 

 はい。現状も行っております。 

 

 何か効果があったとか、そういう実感って湧いておられるんで

すか。 

 

 先程もお話いただいたのですけども、なかなか量的なもの、減

った、増えた、そちらの方はですね、私どもも実際実感としては

そこまでないのが現状でして。ただ、私どもの巡回車両を見た際

にですね、すぐにやめていただけるような状況。こちらの方だけ

ども効果があったのではないかなと考えております。 

 

 時間です。 

 

どうもありがとうございました。ご退出ください。 
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ありがとうございました。 

 

 

 皆さまお疲れ様でした。ここで45分間の休憩とします。 

事務局は、結果を取りまとめてください。 

 

 今お配りしましたのが、資料７で各者の入札の金額。そして、

価格点の参考資料をお配りしております。 

そして、只今お配りしましたのが、すべての集計をしたものを

お手元にお配りをさせていただいております。 

 

 まず、一般ごみ等収集業務委託(14)の方から入札金額を見てい

きたいと思います。 

 Ａ者が、255,510,000円。 

 Ｂ者が、249,650,000円。 

 Ｃ者が、230,400,000円という入札金額。 

 

 そこから計算式に当てはめますと、価格点としまして、Ｃ者が

40点。Ｂ者が36.92点。Ａ者が36.07点という様な形になります。 

 本市の予定価格との比較での入札率でいきますと、Ｃ者が79.82

という入札率になっております。 

 

まず(14)の最終集計を確定したいと思うのですけれども、結果

としまして、 

Ａ者、玉木運送株式会社の合計点が、74.87。 

Ｂ者、株式会社住栄興業の合計点が、82.52。 

Ｃ者、有限会社脇田グループの合計点が、82.20。 

 

この結果から、住栄興業が82.52で１位という結果になっており
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ます。 

そして、会議の冒頭でも申し上げましたとおり、この各者どれ

がとりましても、この(14)をとった時点で２契約を持つ形になり

ますので、必然的に(15)の入札につきましては無効という形にな

ります。 

先程、資料７と一緒にお配りしましたのが、資料７Ｂと書いて

ある資料をご覧ください。この７Ｂというのが、Ｂ者が無効にな

った場合の価格点の見直しを行ったものになります。価格点の見

直しをしますと、Ｃ者の価格点が40点。Ａ者の価格点が36.58点と

なります。 

その数字から最終集計表をご覧いただきますと、 

Ａ者、玉木運送株式会社は合計点が、75.38。 

Ｃ者、有限会社脇田グループの合計点が、82.20。 

となりますので、収集業務委託(15)につきましては、有限会社

脇田グループが１位となります。 

以上が結果の報告となります。何かご意見等ございますでしょ

うか。 

 

特に何かご注意いただくことございますか、結果で。 

ちょっと各委員の中でＡ者が２点というのがあったりしますの

ですけど、全般的にここをどういうにしたかっていっても順番が

変わるようじゃないし、価格点もＣ者があれですので。特にここ

がちょっと評価が変わったらひっくり返るというような感じでは

なさそうなので、４点の差はね。 

多分Ａ者の最終のところで評価点とかでいって、22.80、

31.60、31.20ということで、これだけ離れているとどうのこうの

っていうあれではないので、この結果で良いかと思います。価格

点っていうのはしょうがないのでこのままやっていただいて。 

だから、(15)の方は価格点がちょっと最低価格との関係で変わ

っているだけですけど、やはり一番の時と変わっているだけなの
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で、いわゆる技術点の方って言いますか、提案の評価はそのまま

なっていますから。価格と提案の内容とを含めてＡ者がちょっと

うーんという傾向は変わらないと思いますので。 

特に何かご注意いただくことございますでしょうか。 

後はだから、一応落札者(14)と(15)というのがこのままでしま

すので、特にございませんですかね。 

それでは、今の事務局の方で集計いただいた格好で(14)につい

てはＢ者。(15)についてはＣ者。それぞれということで。 

そしたらこれからですね、もし良ければ署名という格好でいた

だいて。 

 

 各委員の署名・捺印が終わりましたので、一応これからです

ね、議事録等作成していきます関係で議事録の集計とか訂正等は

一応私の方で確認はさせていただきたいと思います。皆さんにお

手数掛けることはないかと思いますので、宜しくお願いします。 

 それでは、式次第の方の２になりますが、清掃施設運転維持管

理事業(２)及びリサイクル施設運転維持管理事業(２)の進捗状況

について事務局の方から説明いただきます。宜しくお願いしま

す。 

 

 それでは、説明をさせていただきます。一般ごみ収集業務の選

定につきましてご協力の程、ありがとうございました。お配りを

しております資料につきましてはこちらの方で回収させていただ

きますので、机の所に置いたままにしておいていただきますよ

う、宜しくお願いいたします。 

 この一般ごみと同様に入札を進めておりました「清掃施設運転

維持管理事業(２)及び「リサイクル施設運転維持管理事業(２)に

つきましては、冒頭でも申し上げたとおり応募が１者しかござい

ませんでしたので、不調に終わっております。再度公告を行うに

あたりまして、条件の緩和を行っております。 
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 まず、条件の見直しの部分で、｢２者に満たない場合は入札会を

中止するという規定がございましたけども、今回２回目の公告と

なりますので、１者でも入札を行うという条件に変更をいたして

おります。また、応募資格なのですけれども、21年からの実績と

いう基準にしていたものを、平成16年からということで評価基準

を拡大しております。応募対象を比較した条件に変更をしており

ます。しかし、残念ながら新規の申請はなく、当初申請がありま

した１者ずつの応募となっておりますけども、申請がございまし

たので、このまま進めさせていただき、今月31日に入札会を実施

する予定しております。この入札が有効であった場合、これから

日程調整を行いますけれども、プレゼンテーションに進む形とな

ります。本日、プレゼンテーションの日程をこの場で調整をさせ

ていただけたらと考えておりますけれども、皆様のご都合をこの

場で決めさせていただきたいと思いますので、スケジュールをご

用意いただきますよう、宜しくお願いいたします。 

今、予定といたしまして、14(木)もしくは、18(月)以降の週で

開催できないかと考えておりますけれども。 

(意見集約) 

 

 そうしましたら、21日(木)に開催をさせていただきたいと思い

ますので、ご予定を入れていただきますよう、宜しくお願いいた

します。本日と同様に11時開始でさせていただきたいと思いま

す。 

11月21日の木曜日、午前11時開始という形で、清掃施設・リサ

イクル施設の選定を行わせていただきたいと思いますので、宜し

くお願いいたします。 

 

一応２者で、時間が長かったんでしたっけ。 

  

 今回、施設の方のプレゼンテーションについては１時間を予定
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しております。 

 

 だから、やっぱり今日と同じ位になると思ったらいいんです

ね。 

 

 はい、１時間のプレゼンテーションの後、最終の審議を経て結

果を決め、そして少し時間をあけて、プレゼンテーションの業者

を呼びますので、２回選定があるふうに。 

 

 だいたい17時ぐらいまではかかる。 

 

 かかるとは思います。 

 

 11時から場所はここでよろしいですね。 

 

 はい。場所はここになります。 

 

 ほぼ、１日ぐらいかかるということでよろしくお願いします。 

 次第②につきましては以上ですが、その他について事務局より

説明してください。 

 

 今の件の追加の報告になりますけれども、今回、清掃・リサイ

クルについても１者のみの応募となりますので、選定する業者と

して可か否かを判定いただくような審査会になってまいります。

ですけれども、今回基準点に満たない場合については採用しない

という規定を設けております。基準点というのは、このＣよりも

低い評価を、６割以下の評価をとった場合については選定しない

という基準も設けておりますので、基準点に満ちた業者なのか、

満ちてない業者なのかを判定していただくため、プレゼンテーシ

ョンをしっかりと評価していただく必要がございますので、今回
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プレゼンテーションの時間１時間と設定をさせていただいており

ますので、本日よりもしっかりと質疑応答の時間というのをとれ

るかなというふうに考えておりますので、長時間の拘束となりま

すけれども、どうぞ宜しくお願いいたします。 

 事務局からは以上でございます。 

 

 ありがとうございました。お陰様で、無事に第２回終わらすこ

とができました。 

 実際問題、これからまだ意見の集約等の作業が若干あります

が、基本的には次の11月の先程決めていただいた11月21日にと思

います。 

 長い間ありがとうございました。それでは、令和元年度第２回

門真市廃棄物処理業務委託事業者選定委員会を閉会します。 

お疲れ様でした。 

 


